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1. はじめに 

光ストレージの長期保存安定性などの重要性・優位性について、下図で触れておく。また、

光ディスクはリムーバブルメディアであり、光ディスクの生産枚数を増やすことで市場へ

の容量供給を拡大できることは大きな特徴である。DVD-R では世界で年間 80 億枚の生産

により、市場の容量ニーズに応えた。エンタープライズ市場においても、その最大のメリッ

トを活用する段階が来ることを踏まえて、本書では分析を進めた。 
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2. エグゼクティブサマリ 

2.1. 本報告書が分析する主な内容 

本報告書は下記の内容を詳細に分析し、エンタープライズ市場の殆どを占めるコールドス

トレージにおける光ストレージの役割、ポジション、重要性、今後の拡大動向を示すことを

目的としている。 
 SSD、HDD、Optical storage、LTO などのストレージ全体の市場供給動向分析 
 エンタープライズ市場におけるコールドストレージについて詳細に分析 
 各ストレージの個別市場動向、技術動向分析と今後の市場への容量供給能力分析 
 エンタープライズ市場のストレージの Tier シフトとストレージ選択 
 実績から鮮明になった光ディスクストレージのアプリケーション分析と期待市場 
 より蓋然性の高い、光ディスクストレージの楽観予測と長期予測 

 
2.2. コールドストレージ動向の分析結果概要 

FIG.1 には、ポイントとなる主な資料をまとめた。 
左上：Worldwide accumulated total storage capacity trend 
左下：実績から鮮明になった光ディスクストレージの期待市場 
右上：エンタープライズ市場のストレージの Tier シフト 
右下：光ディスクストレージの楽観予測と長期予測 

FIG. 1 Executive Summary 
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 SSD、HDD、Optical storage、LTO などのストレージ全体の市場供給動向分析 
最も容量供給が拡大するストレージは、クライアントにおける NAND flsh とエンタープ

ライズにおける HDD-NL であり、2026 年の合計実稼働容量は 18.5ZB となる。 
 エンタープライズ市場におけるコールドストレージについて詳細に分析 

コールドストレージのメインデバイスは HDD-NL であり、2026 年には実稼働容量で約

7ZB となり、コールドストレージの 87％の容量を占める。光ディスクストレージは現状

の延長の控えめな予測ベースで 2026 年には 65EB となり、0.8％の容量シェアとなる見

込みである。 
 各ストレージの個別市場動向、技術動向分析と今後の市場への容量供給能力分析 

HDD は HAMR,MAMR の市場導入の遅れ、LTO は LTO-8 の市場投入の遅れ、など将来

の市場への容量供給能力に影響を与えかねない事案が発生している。光ストレージは AD
の現在の容量ロードマップの先の技術戦略が重要である。超多層がこの先のトレンドと

して、300TB まで視野に入る。 
 エンタープライズ市場のストレージの Tier シフトとストレージ選択 

エンタープライズ市場では、HDD-NL の容量供給トレンドが他のストレージに対して相

対的に大きな予測となるため、Warm を含む Cold storage としての Tier2 が極めて急速

な拡大を示し、Deep archive である Tier3 の成長が抑制される予想となる。逆説的に、

本来拡張すべき Tier3 の要求を充足するストレージの拡大が必要なことを示した。 
光ディスクストレージは、現状の延長の控えめな予測ではなく余力のある生産能力を増

強する容量供給拡大が必要である。HDD-NL だけの容量拡大では、急速に拡大するデー

タ空間の容量予測との乖離が大幅に拡大する。 
 実績から鮮明になった光ディスクストレージのアプリケーション分析と期待市場 

光ディスクストレージの 3 大アプリケーションとして、オフラインアーカイブ、SNS デー

タセンタ、ビッグデータストレージが実績を含めて将来の期待市場として挙げられる。

2019 年前半までの状況では、オフラインストレージの堅実な拡大、SNS の一時的な停滞

（より大容量によるコストダウン期待）、ビッグデータ用途の急激な拡大、の様相が極め

て明快にデータに現れている。更に、特に中国市場の積極性が際立つ結果となっており、

当面、この状況は継続的に拡大する。 
 より蓋然性の高い、光ディスクストレージの楽観予測と長期予測 

Tier3 へのストレージ供給は将来的に大幅な不足をきたす。現在、AD ディスクとしては

十分に生産能力の拡張余力のある状態である。Tier3 の容量供給の拡大要求に応え、年間

3千万枚～5千万枚の生産能力と個体の容量拡大を合わせて市場への容量供給能力拡大さ

せた楽観予測では、2026 年にはコールドストレージの容量比率で 2％（現状予測 0.8％）、

2030 年代半ばには 10％、2040 年には 30％を占めることが可能である。結果としてコー

ルドストレージ全体の実稼働容量の拡大が可能となる。 
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